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人にしてもらいたいと思うことは何でも、
　　　　  　　　　　　　あなたがたも人にしなさい。

（マタイによる福音書  第7章12節）

今年度主題聖句

●　礼拝堂は、神に礼拝を捧げるための神聖な場所です。堂内では、私語を慎み、静粛を
保つよう心がけて下さい。

●　飲食物の持ち込みは禁止です。携帯電話の電源は必ず切って下さい。礼拝堂内では脱帽
して下さい。

●　礼拝の中で、「祈祷」の時には、目を閉じ、手を組み、頭を垂れ、祈りにふさわし
い姿勢を取り、祈る人の言葉に集中して下さい。

●　礼拝とは、前奏、讃美歌、聖書朗読、説教、祈り、後奏までを含んだものを言います。
説教が終わったとたんに退席するなど、礼拝途中での出入りは慎んで下さい。　

東日本大震災の被災地を覚えての祈祷会

青山キャンパス　本部礼拝堂　１２時３５分～１３時５分
相模原キャンパス　ウェスレー・チャペル２階 小礼拝堂　１２時３５分～１３時５分

被災された方 と々そのご家族、復興のために尽力されている方々を覚え、共にお祈りください。
７月１１日（木）

　サムエルは、それまで諸部族の
連合体であったイスラエルが、紀元
前1000年頃、本格的な王国制度
に移行する時期に重要な役割を
果たした人物です。第一代の王と
なるサウルに油を注いだのはサム
エルであり（サムエル記上10章）、
また二代目のダビデに油を注いだ
のもサムエルでした（サムエル記上16章）。「油を注ぐ」とは、王や祭司に任命する
時になされる行為です。
　サムエルは、預言者とも祭司とも呼ばれています。いずれにせよ社会制度が大きく
変わる時、サムエルはイスラエルの指導者として、なによりも神の言葉を聞きつつ
判断し行動しました。その原点は、神との最初の出会いにありました。
　まだ少年の時、サムエルは神殿の中で自分の名を呼ぶ神の声を聞きました。その時、
サムエルは謙虚に「どうぞお話しください。僕は聞いております。」と答えています
（サムエル記上3章）。この姿勢がサムエルの生涯を貫いており、また旧約聖書に
おける「祈り」の原型であるとも言われています。

聖書の人々 ［14］
「サムエル」 Samuel

日　時　６月２５日（火）～７月1２日（金）
テーマ　「人にしてもらいたいと思うことは何でも、
　　　　　　　　　　　　あなたがたも人にしなさい」  （マタイ ７：１２）
場　所　女子短大ギャラリー （短大北校舎１階）

おーる  あおやま  あーと  てん  ’1３

各キャンパスでは、宗教主任および宣教師が個人相談に応じ、また教会紹介などを行っています。
希望者は、下記オフィスアワーにどうぞ遠慮なくおいで下さい。
教会紹介は宗教センターでも随時行っています。

カウンセリング・教会紹介

【青山キャンパス】
担当者 研　究　室 オフィスアワー

伊藤 　悟
大島　 力
塩谷 直也
髙砂 民宣
嶋田 順好
森島　 豊
西谷 幸介

間島記念館1・3階
８号館８17
間島記念館3階

〃
間島記念館2階
間島記念館3階
17号館1217

宗教センター：間島記念館1階  TEL 03－3409－6537

（木）13：20～15：00
（火）13：３0～15：00 
（木）15：00～16：00
（金）1２：３0～14：30
（火）12：30～15：00

（月）12：30～14：00
（水）1３：30～15：00

担当者 研　究　室 オフィスアワー

福嶋 裕子

大宮　 謙

David Reedy

宗教センター：C棟（チャペル）1階  TEL 042－759－6009

C棟（チャペル）2階

〃

〃

（火）11：00～12：00

（木）13：３０～14：３０  

（水）13：３０～14：３０

【相模原キャンパス】

しもべ


